
 

 

中部イノベ―ション創出共同体 

産業技術の芽 

 

 

技術分野分類  5405：材料加工・処理                       

技術キーワード  M：めっきプロセス                      

産 業 分 類  E-24：金属製品製造業                 

 

■知 的 財 産  特開 2007-100197 

         亜鉛めっき処理方法 

■試作品状況 

内 
 
 
 
 
 

容 

 

概  要 

 

部品の小型化、高機能化を図る上でめっき技術は重要な基盤技術であり、環

境低負荷型めっきシステムとともに新素材へのめっき対応も望まれている。小

型化、高機能化と環境負荷低減を目指した手法として添加剤を使用しないめっ

き浴からパルス電解法によるめっき膜制御法を開発した。パルス電解条件を最

適化することで結晶サイズを制御でき、同時にめっき膜特性が向上する（図参

照）。一方、めっき浴には添加剤の使用がないため、めっき浴の再生が容易に

なる。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

添加剤の使用を削減することでめっき浴の再生再利用が容易になり、さら

に、パルス電解法を適用することでめっき膜組織とともに膜特性を制御する技

術である。従来の経験や勘に因るところでなく、「サイエンス」に基づいた技

術である。 

本技術の 

有用性 

 めっきは広範囲で用いられているが、めっき膜を自在に制御できれば、不良

率が減少するとともに、さらに新しい用途が広範に拡がる。 

関連情報 

（図・表・写真等） 
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図 パルス電解と直流電解の違いがめっき

膜硬度に及ぼす影響 
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